
















A Change in Views of the Aging and Public Libraries 
with the White House Conferences on Aging in 1961 and 1971 as a Turning Point 











































取得した ElliotEl Kannerの TheImpαct 0] Gerontological Concepts on Principles 0] 
LibrαTlαnshipであり、もう一つは1977年にインディアナ大学で博士号を取得した Kenneth




























スルは「図書館の高齢者に対する責務JThe Librαry's Responsibility to the Agingと 11966






















学術論文では、 BettyJ. Turockの“PublicLibrary Services for the Aging in the 
Eighties，" (The Bowker Annuα1 of Librαryαnd Book Trαde lnformαtion. 27th ed. 1982， 
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齢者の戦いを支援する場、として位置づけているが、主体はあくまで公立図書館で、公立図書
館が高齢者に対して提供できるサービスについての論述であるO
タロックはこの他にも Servingthe Old Adults:・AGuide to Librαry Progrαmsαnd lnfor-
mαtion Sources. (New York， Bowker， 1982)や KathleenM. HeimとDannyP. Wallace共





Marcia J. NauratilのPublicLibrariesαnd Nontraditional Clienteles: The Politics of 
Special Services (Greenwood Press， c1985)はアメリカ合衆国において図書館サービスが伝
統的に提供されてこなかった貧困層の人々、高齢者、非識字者、人種的マイノリティ達への図
書館サービスについて書かれているO この中で著者は高齢者の章で、老化の理論として、解放















対して本論では、 1961年ホワイトハウス会議後に高齢者のための法律 (OlderAmericans Act 











以下の著作や調査がある O それらを使用してアメリカ合衆国における高齢者観を見てL、く O
(1) Why Survive?: Being Old in Americα， by Robert N. Butler. New York， Harper & 
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(2) The Myth αnd Reality of Aging in Americα: A Study for the Nαtionαl Council on the 
Aging， Inc. by Louis Harris and Associates， Inc. June， 1977.より



































































ついてのプログラムO このプロジェクトは「楽しく長生きクラブJ(Live Long and Like It 
? 。





































































































































高齢化問題委員会と連邦諸機関の協議会が聞かれ、 30州が参加した。 1956年には第 2団連邦・
州高齢化問題会議が持たれたお o
1958年、フォガティー下院議員 (JohnE. Fogarty ロード・アイランド州選出)は高齢化
問題に関するホワイトハウス会議の開催を求める議案を提出し、議会はこれを承認、アイゼン
























































よびALA成人サービス部高齢人口へのサービス委員会委員長Chairmanof the Committee 
on Library Service to an Aging Population of ALA's Adult Services Division) とエレノ
ア・フィンニー(成人サービス部および病院・施設図書館協会事務局長executivesecretary 











まず成人教育部 (AdultEducation Board)を成人サービス局 (AdultServices Division)に








1961年高齢化に関するホワイトハウス会議は「高齢市民憲章J(The Senior Citizen's 
Charter)を公表し、高齢者の権利を主張した。 ALAはこれに呼応して、 1964年に「高齢者
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3番目は貢献するニーズ (ContributiveNeeds)である O 高齢者は与えるニード (a
need to give)を持っているO 彼らは他者や地域に対して受け入れられる何かで貢献した

















































く「高齢者サービスのガイドラインJGuidelines f01" LibralγServices to an Aging Popula-
tionの作成〉
1975年、 ALAは高齢者サービスのガイドラインを作成した。これは1971年に改訂された








述べている50)O なお、このガイドラインは1987年、 1999年に改訂されている o 1987年には内容
が全面的に改訂された。 1999年の改訂は1992年の障害者法DisabilitiesActの成立とコンビュー











るO 後の二つはクイーンズ区公立図書館 (QueensBorough Public Library)とニューヨーク
公共図書館 (NewY ork Public Library)であるO 中央館と58の分館、ビジネス図書館から
なっており、約600万点の図書、テープ、ビデオ、フィルム、 CDなどを所蔵しているO
4.2 ブルックリン公立図書館高齢者サービス
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